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ごあいさつ

　会員の皆さまには、平素より山形信用金庫に対しまして格別の
お引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。ここに、第77期（令
和７年度）の事業の概況と決算内容についてご報告申し上げます。
　令和７年度の国内経済を振り返りますと、トランプ関税による
影響、高市政権の誕生、日銀の政策金利引上げによる「金利のあ
る世界」の本格的な到来、米国のイラン攻撃に端を発した中東情
勢緊迫の長期化への懸念など、様々な出来事がありました。不安
定で不確実な要素を多数抱えており、国内経済の先行きは、未だ
不透明な状況にあると言わざるを得ない状況にあります。
　当金庫の営業地域内でもその状況は同様であり、依然として、
資源・エネルギーを中心とした原材料価格の高騰及び物価の上昇、
人手不足などの課題を抱えていることに加え、中東情勢の悪化に
伴う原油高の影響が懸念される状況となっております。
　このような経済状況のもと、当金庫は、お客さまが抱える様々
な課題について、徹底的な伴走支援で支えていくことを最重要課
題とし、役職員が一丸となって、資金繰り支援や事業再構築支援
などの課題解決に向けた活動を積極的に取り組んでまいりました。
その結果、一定の利益を確保し、自己資本比率は国内基準である
４％を大きく上回る11．95％となりました。
　令和８年度は、中期経営計画の最終年度となります。経営理念
の実現に向け、地域とお客さまの課題解決により添い、持続可能
な地域社会づくりに貢献するため、更なる経営基盤の強化、持続
的な人的基盤の確立に取り組んでまいります。
　どのような経営環境にあっても、お客さまの発展のために尽力
し、地域社会の繁栄に寄与していくことが信用金庫に求められて
おります。お客さまの悩みやお困りごとに耳を傾け、さまざまな
支援や取組みを通じてお客さまとの信頼関係を深め、地域で最も
身近で最も頼りになる金融機関を目指してまいります。
　会員の皆さまには、何卒一層のご支援、ご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

令和８年６月

理事長

山口　盛雄

� 令和８年６月

会員各位

　　　　　　　　　　　　　山形信用金庫
� 理事長　山口盛雄

拝啓会員の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げ
ます。
　さて、６月16日開催の第77期通常総代会において、下記
のとおり承認並びに決議されましたので、お知らせいたします。
� 敬具

記

（報告事項）
第77期（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）業
務報告、貸借対照表、及び損益計算書の内容報告に関する件
　　　　　　上記計算書類の内容を報告いたしました。

（決議事項）
第１号議案　剰余金処分案承認に関する件
　　　　　　上記は原案どおり承認決議されました。
第２号議案　所在不明会員の除名に関する件
　　　　　　上記は原案どおり承認決議されました。
第３号議案　総代候補者選考委員選任に関する件
　　　　　　上記は原案どおり承認決議されました。
第４号議案　任期満了に伴う理事改選に関する件
　　　　　　�任期満了に伴う理事選任に於いて、理事に山口

盛雄、大谷明彦、堀明彦、髙田守、阿部孝一、
矢野秀弥、和田茂樹(以上重任)、金子潤（新任）
の各氏が選任されました。

　　　　　　�その後の理事会に於いて、会長に山口盛雄、理
事長に大谷明彦、常務理事に金子潤、常勤理事
に堀明彦、髙田守、非常勤理事に阿部孝一、矢
野秀弥、和田茂樹の各氏がそれぞれ就任しまし
た。前常務理事青山幸治氏は総代会をもって退
任いたしました。

第５号議案　任期満了に伴う監事改選に関する件
　　　　　　�任期満了に伴う監事選任に於いて、監事に五十

嵐慶三、植村義弘（以上重任）、阿部太左ェ門（新
任）の各氏が選任されました。

　　　　　　�植村義弘氏は信用金庫法第32条第５項に定め
る員外監事であります。

　　　　　　�その後、監事会に於いて、常勤監事に阿部太左ェ
門氏が、非常勤監事に五十嵐慶三、植村義弘の
両氏がそれぞれ就任しました。前常勤監事金子
潤氏は総代会をもって退任し常務理事に就任い
たしました。

第６号議案　役員退職慰労金支給に関する件
　　　　　　上記は原案どおり承認決議されました。

� 以上
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貸出金の状況

貸出金残高／862億８千９百万円
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預金の状況

預金残高／1,336億４千８百万円
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○記載金額はすべて単位未満を切り捨てて表示しております。
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自己資本比率の状況

自己資本比率／11.95%

自己資本比率の推移 （単位　％）
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※令和７年３月以降、最終化されたバーゼルⅢを適用
　しております。
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お客さま
会員のみなさま

会員数
19,951名

預金積金
1,336億円

貸出金
862億円
預貸率
64.56％

出資金
９億円

山形信用金庫
役職員数  121人
店舗数  13店舗

（店舗内店舗を除く実店舗数　11店舗）

自己資本比率  11.95％
※国内基準の4％を
　大きく上回って
　　 おります。

地域
貢献活動

市場運用
有価証券
226億円
預け金
274億円

支援
サービス

「この街と生きていく」
山形しんきんと地域社会

　当金庫は、地域金融機関として、地元のお客さまからお預かりした資金を地元のお客さまを中心に融資を行っているほか、外部
専門家を活用した支援サービスをはじめとした金融仲介機能の発揮に努めております。また、SDGsの理念に賛同し「山形信用金庫
SDGs宣言」を行うなど、地域社会の一員として積極的な地域貢献活動に取り組んでおります。これからも、事業活動を通じて持続
可能な社会の実現に尽力してまいります。
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科　　　目 金　額

（ 資 産 の 部 ）

現 　  金 1,509

預 け 金 27,426

買 入 手 形　  － 

コ ー ル ロ ー ン　  － 

買 現 先 勘 定  － 

債 券 貸 借 取 引 支 払 保 証 金  － 

買 入 金 銭 債 権 77

金 銭 の 信 託  － 

商 品 有 価 証 券  － 

商 品 国 債  － 

商 品 地 方 債  － 

商 品 政 府 保 証 債  － 

その他の商品有価証券  － 

有 価 証 券 22,623

国 債 4,599

地 方 債 1,265

短 期 社 債  － 

社 債 8,381

株 式 159

そ の 他 の 証 券 8,216

貸 出 金 86,289

割 引 手 形 59

手 形 貸 付 943

証 書 貸 付 79,898

当 座 貸 越 5,387

外 国 為 替  － 

そ の 他 資 産 961

未 決 済 為 替 貸 12

信 金 中 金 出 資 金 765

前 払 費 用 1

未 収 収 益 154

先 物 取 引 差 入 証 拠 金　  － 

先 物 取 引 差 金 勘 定  － 

保 管 有 価 証 券 等  － 

金 融 派 生 商 品  － 

金融商品等差入担保金  － 

リ ー ス 投 資 資 産  － 

そ の 他 の 資 産 27

有 形 固 定 資 産 2,283

建 物 725

土 地 1,406

リ ー ス 資 産 65

建 設 仮 勘 定  － 

その他の有形固定資産 86

無 形 固 定 資 産 24

ソ フ ト ウ ェ ア 15

の れ ん  － 

リ ー ス 資 産  － 

その他の無形固定資産 8

前 払 年 金 費 用 42

繰 延 税 金 資 産 1,002

再評価に係る繰延税金資産  － 

債 務 保 証 見 返 361

貸 倒 引 当 金 △ 717

（う ち 個 別 貸 倒 引 当 金） （△ 559）

資 産 の 部 合 計 141,885

科　　　目 金　額
（ 負 債 の 部 ）
預 金 積 金 133,648

当 座 預 金 644
普 通 預 金 46,406
貯 蓄 預 金 21
通 知 預 金 239
定 期 預 金 77,137
定 期 積 金 5,032
そ の 他 の 預 金 4,167

譲 渡 性 預 金  － 
借 用 金 1,500

借 入 金 1,500
当 座 借 越  － 
再 割 引 手 形  － 

売 渡 手 形  － 
コ ー ル マ ネ ー  － 
売 現 先 勘 定  － 
債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金  － 
コ マ ー シ ャ ル・ペ ー パ ー  － 
外 国 為 替  － 
そ の 他 負 債 771

未 決 済 為 替 借 21
未 払 費 用 184
給 付 補 塡 備 金 2
未 払 法 人 税 等 366
前 受 収 益 47
払 戻 未 済 金 34
払 戻 未 済 持 分  － 
職 員 預 り 金  － 
先 物 取 引 受 入 証 拠 金  － 
先 物 取 引 差 金 勘 定  － 
借 入 商 品 債 券  － 
借 入 有 価 証 券  － 
売 付 商 品 債 券  － 
売 付 債 券  － 
金 融 派 生 商 品  － 
金融商品等受入担保金  － 
リ ー ス 債 務 70
資 産 除 去 債 務 12
そ の 他 の 負 債 31

賞 与 引 当 金 61
役 員 賞 与 引 当 金  － 
退 職 給 付 引 当 金  － 
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 140
睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 2
偶 発 損 失 引 当 金 141
特 別 法 上 の 引 当 金  － 

金融商品取引責任準備金  － 
繰 延 税 金 負 債  － 
再評価に係る繰延税金負債  － 
債 務 保 証 361
負 債 の 部 合 計 136,629

（ 純 資 産 の 部 ）
出 資 金 902

普 通 出 資 金 902
優 先 出 資 金  － 

優 先 出 資 申 込 証 拠 金  － 
資 本 剰 余 金  － 

資 本 準 備 金  － 
そ の 他 資 本 剰 余 金  － 

利 益 剰 余 金 6,615
利 益 準 備 金 915
そ の 他 利 益 剰 余 金 5,699
特 別 積 立 金 4,522

（支店開設特別積立金） （100）
当 期 未 処 分 剰 余 金 1,177

処 分 未 済 持 分 0
自 己 優 先 出 資  － 
自 己 優 先 出 資 申 込 証 拠 金  － 
会 員 勘 定 合 計 7,517
その他有価証券評価差額金 △ 2,261
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  － 
土 地 再 評 価 差 額 金  － 
評 価・換 算 差 額 等 合 計 △ 2,261
純 資 産 の 部 合 計 5,255
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 141,885

貸借対照表
（令和８年３月31日現在）

（単位：百万円）

損益計算書
（令和７年４月１日から） 令和８年３月31日まで （単位：千円）

科　　　目 金　額
経 常 収 益 2,672,827
資 金 運 用 収 益 2,489,027 

貸 出 金 利 息 2,009,566 
預 け 金 利 息 158,700 
買 入 手 形 利 息  － 
コ ー ル ロ ー ン 利 息  － 
買 現 先 利 息  － 
債券貸借取引受入利息  － 
有 価 証 券 利 息 配 当 金 302,087 
金利スワップ受入利息  － 
そ の 他 の 受 入 利 息 18,673 

役 務 取 引 等 収 益 128,573 
受 入 為 替 手 数 料 55,714 
そ の 他 の 役 務 収 益 72,859 

そ の 他 業 務 収 益 22,256 
外 国 為 替 売 買 益  － 
商 品 有 価 証 券 売 買 益  － 
国 債 等 債 券 売 却 益  － 
国 債 等 債 券 償 還 益 50 
金 融 派 生 商 品 収 益  － 
そ の 他 の 業 務 収 益 22,206 

そ の 他 経 常 収 益 32,969 
貸 倒 引 当 金 戻 入 益  － 
償 却 債 権 取 立 益  － 
株 式 等 売 却 益 32,962 
金 銭 の 信 託 運 用 益  － 
そ の 他 の 経 常 収 益 7 

経 常 費 用 2,181,588 
資 金 調 達 費 用 258,062 

預 金 利 息 251,079 
給 付 補 塡 備 金 繰 入 額 2,432 
譲 渡 性 預 金 利 息  － 
借 用 金 利 息 4,549 
売 渡 手 形 利 息  － 
コ ー ル マ ネ ー 利 息  － 
売 現 先 利 息  － 
債券貸借取引支払利息  － 
コマーシャル・ペーパー利息  － 
金利スワップ支払利息  － 
そ の 他 の 支 払 利 息  － 

役 務 取 引 等 費 用 352,221 
支 払 為 替 手 数 料 12,128 
そ の 他 の 役 務 費 用 340,093 

そ の 他 業 務 費 用 1,122 
外 国 為 替 売 買 損  － 
商 品 有 価 証 券 売 買 損  － 
国 債 等 債 券 売 却 損  － 
国 債 等 債 券 償 還 損 1 
国 債 等 債 券 償 却  － 
金 融 派 生 商 品 費 用  － 
そ の 他 の 業 務 費 用 1,120 

経 費 1,462,002 
人 件 費 908,219 
物 件 費 498,764 
税 金 55,017 

そ の 他 経 常 費 用 108,180 
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 18,164 
貸 出 金 償 却 59 
株 式 等 売 却 損 5,443
株 式 等 償 却  － 
金 銭 の 信 託 運 用 損  － 
そ の 他 資 産 償 却  － 
そ の 他 の 経 常 費 用 84,512 

経 常 利 益 491,239
特 別 利 益  － 

固 定 資 産 処 分 益  － 
負 の の れ ん 発 生 益  － 
金融商品取引責任準備金取崩額  － 
そ の 他 の 特 別 利 益  － 

特 別 損 失 14,211 
固 定 資 産 処 分 損 9,559 
減 損 損 失 4,651
金融商品取引責任準備金繰入額  － 
そ の 他 の 特 別 損 失  － 

税 引 前 当 期 純 利 益 477,027 
法人税、住民税及び事業税 393,853 
法 人 税 等 調 整 額 △ 106,681
法 人 税 等 合 計 287,172
当 期 純 利 益 189,855 
繰 越 金（当 期 首 残 高） 987,703 
積 立 金 取 崩 額  － 
当 期 未 処 分 剰 余 金 1,177,558 

剰余金処分計算書
（令和７年４月１日から） 令和８年３月31日まで （単位：円）

科　　　目 金　額

当期未処分剰余金 1,177,558,768  

積立金取崩額 13,751,000  

利益準備金 
限度超過取崩額 13,751,000  

計 1,191,309,768  

これを次のとおり処分いたします。

剰余金処分額 172,162,323  

普通出資に対する
配当金（年2.5％） 22,162,323  

特別積立金 150,000,000  

繰越金（当期末残高） 1,019,147,445  

上記のとおりであります。
令和８年６月

会 長 山　口　盛　雄

理 事 長 大　谷　明　彦

常 務 理 事 金　子　　　潤

常 勤 理 事 堀　　　明　彦

常 勤 理 事 髙　田　　　守

理 事 阿　部　孝　一

理 事 矢　野　秀　弥

理 事 和　田　茂　樹

以上監査の結果、
正確であることを認めます。

常 勤 監 事 阿部　太左ェ門

監 事 五十嵐　慶　三

員 外 監 事 植　村　義　弘

○記載金額はすべて単位未満を切り捨てて表示しております。
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